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本論文は、2013年 3月 18日に提出され、５月 31日に第１回および第２回の博士学位論
文審査委員会を開催した。まず、第１回では、前年 11月および本年 1月に実施した主査、
副査による当該学生に対する指導会で指摘された、先行研究の整理や分析概念の定義など
につき、どの程度修正が反映されているかの確認を行った。さらに、論文の審査方針、基
準について、協議をおこなった。 
同日に開催された第２回審査会においては、具体的な論文の審査を行った。審査委員全
員が一致して評価したのは、フィールド調査の充実である。ハティア島（ノアカリ県）、ク
トゥブディア郡（コックスバザール県）、 マンプーラ郡（ボラ県）、パタルガタ郡（ボルグ
ナ県）という、物理的なアクセスそのものが難しい地域に筆者自ら出向き、収集した統計
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データは非常に貴重な資料であり、本論文の特徴として大きな評価がなされた。 
他方で、課題も指摘された。先行研究に関する文献レビューでは、よく研究がなされて
いるが、総花的な記述に止まり、問題関心に沿ってまとめきれていない。本論の核となる
脆弱性の議論については、個人の属性イコール本質論的脆弱性と捉え、脆弱性が社会的に
作られるという視点が欠落している、構造主義的脆弱性を理解していないという指摘もな
された。 
また、脆弱性をめぐっての概念整理、特に脆弱性とレジリエンス（復元―回復力）との
関係、脆弱性と社会関係資本との関係が整理不十分であるといった課題も議論された。 
第 8章の事例比較においては、石巻についての論述が不十分であり、分析というより既
存の文献・資料紹介に止まっているのではないか、という指摘もなされた。さらに終章の
提言が論文本体の結論から導き出されたとは考えにくい一般論が混在していたことから、
内容上の変更を伴わない程度の記述の微修正が要請された。 
 
6月 21日に開催された第３回審査委員会（公開審査会）においては、まず学位申請者（論
文執筆者）による論文のプレゼンテーションが、パワーポイントを使用して実施された。
プレゼンテーション終了後、第２回審査会で要請された微修正が、審査委員会が指摘した
意図に添って行われたか否かの確認があった。その上で、審査委員それぞれからのコメン
トに対し、学位申請者が回答した。特に焦点となった質問は、社会関係資本や適応
（adaptation）と対応（coping）の違いなど重要概念の定義に関するもの、および提言の
内容についてである。 
またこの公開審査会を通して、本論文の問題意識と手法が改めて確認されるとともに、
申請者自身により本論文の課題として調査サンプル数が 385件と少ない点が挙げられた。 
同日、公開審査会の後に開催した第 4回（最終）審査会において、本論文の評価される
べき最大の点は、フィールド調査の充実であることが確認された。物理的なアクセスその
ものが難しい地域に筆者自ら出向き、収集した統計データは非常に貴重な資料であり、本
論文の特徴として大きな評価がなされた。本論文には課題も多く、データが重視されるバ
ングラデシュと日本との研究指導方針の違いが背景にあるであろうことも指摘された。 
しかしながら指摘された諸課題は、今後の研究のさらなる深化・発展の可能性につなが
るものとして理解することができる。 
以上より、博士学位論文審査委員会は、課題は残るものの、研究の到達点というより研
究の出発点として、全員一致で本論文を合格とするという結論に達した。 
 
